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幼児期の「言葉の教育」を考える
――幼小接続と児童文化財の観点から――
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要 約
新幼稚園教育要領はその指導に際し「言語活動の充実」を掲げ、小学校教育との接続を図っている。
新小学校学習指導要領は、外国語教育を導入するなか、国語科において第、学年の段階から「語
彙の量と質を豊かにすること」を、あらゆる教科学習の基盤となる言語能力の育成として位置付けた
他、「長く親しまれている言葉遊びを通して言葉の豊かさに気付くこと」を追加し、幼児教育におけ
る伝承遊びや言葉遊び、児童文化財等の重視を促す内容となっている。
一方、幼稚園における言葉の教育の歴史は古く、保育内容として1876年の日本初の幼稚園から認め
られ、「談話」・「説話」（1899年「幼稚園及保育設備規定」）、「お話」（1948年「保育要領」）、「言語」（1956
年「幼稚園教育要領」）、「言葉」（1989年改訂「幼稚園教育要領」）と名称を変化させつつ、連綿と幼
児の言葉を育ててきた。
本稿では、これらの考察を通し、言葉を育てる児童文化財の意義についての検討を加えつつ、今日
の幼児教育に求められている「言葉の教育」の姿を探る。
キーワード：語彙の量と質、児童文化財、言語経験の共有
先に、新「幼稚園教育要領」等が指し示す領域「言
葉」の改訂点の特色、ならびに、情報伝達の媒体が
急激に変化する現代社会における子どもの「言葉」
を豊かにする保育について論述した。本稿では、幼
児期の「言葉の教育」について、小学校教育との接
続を視野にいれて考察していく。
先般文部科学省が発行した「新幼稚園教育要領の
ポイント」の指導計画の表題に、「言語活動の充実
など指導計画の作成上の留意事項の充実」と記され
たものがある。これは、領域「言葉」の内容である
子どもの言語活動に対して、新教育要領の指導実践
上、特段の注意が払われていることを表わしてい
る。
ここには「言語活動の充実」を図るため、指導計
画上留意すべき点として、「幼児期における言語活
動の重要性を踏まえ、幼児が言葉のリズムや響きを
楽しんだり、知っている言葉を様々に使いながら、
未知の言葉と出合ったりする中で、言葉の獲得の楽
しさを感じたり、友達や教員と言葉でやり取りしな
がら自分の考えをまとめたりするようにすることが
大切｣1) であると書かれている。「知っている言
葉」、「未知の言葉の獲得」「言葉を様々に使う」「自
分の考えをまとめる」などは、幼児の発達の連続性
を見据え、小学校における言語活動への接続が意識
された表現であると思われる。
そこで、本稿では、保育内容「言葉」を新しい小
学校学習指導要領の教育内容に照らし、とりわけ、
小学校第学年及び第学年の国語科との接続とい
う点から考察していく。そして、近代以降の幼児期
の言語教育の歩みを概観し、今日幼児教育において
求められている「言葉の教育」の姿を探ると共に、
言葉を育てる児童文化財の意義について考察する。
 新「小学校学習指導要領」における
「言語活動」と「国語」
文部科学省は、「幼稚園教育要領、小・中学校学
― 1 ―
＊ Ritsuko OHKITA 関西学院幼稚園 教諭
＊＊ Nozomi KOMI 聖和短期大学 教授
1）文部科学省「新幼稚園教育要領のポイント」2017年
習指導要領等の改訂のポイント｣2) において、2017
年の新教育要領等を「社会に開かれた教育課程」と
位置づけ、子どもたちが「主体的・対話的で深い学
び」をするよう意図したと述べている。新指導要領
は、これまでの教育実践の蓄積に加えて、子どもた
ち自身が、さらに「何のために学ぶのか」という学
習の意義を感じながら、進んで、体験的に深く学ん
でいくことを求めたものと考えられる。
「主体的・対話的で深い学び」はまた、小学校以
降の学習に際して、全ての教科において「①知識及
び技能、②思考力、判断力、表現力等、③学びに向
かう力、人間性等の三つの柱」を育むものとして展
開されている。新学習指導要領が、学校の教室に限
定されない、広く社会と世界につながる深い理解と
表現を身につけることを求め、それを「対話的」な
学びを通して実践するようにと言い表していること
は注目すべき点である。
ここには、知識や技能の習得、思考・判断・表現
力の発揮、人間性の伸長や学習への動機づけといっ
たものは、子どもたちの中に対話的に育てられてい
くという理解が認められる。対話的、すなわち「双
方が向かい合って話をすること｣3) が、学習におい
て極めて重要な役割を果たし、このような双方向性
をもつ言葉・言語活動があらゆる教育活動の基盤で
あること示していると言えよう。このことは、幼児
期の教育において、その後の学校教育の「基礎の基
礎」となることが、保育内容「言葉」の領域に関わっ
ていることを示唆するものである。
このような「対話的」学びや言語活動の重視は、
今回の指導要領において改訂のポイントの「．教
育内容の主な改善事項」にも端的に表れ、改善事項
の初めに「言語能力の確実な育成」が挙げられてい
ることに見ることができる。国語をはじめ各教科で
「記録、説明、批評、論述、討論などの学習」を充
実させるために、その基盤となる言語能力を育成す
ることは不可欠である。
単なる知識の個人的収集、記憶に留まらないで、
「実験レポートの作成」や「立場や根拠を明確にし
て議論すること」などが、今後ますます小・中学校
の教科教育に求められていくなかで、小・中学校の
国語には、言語能力の確実な育成、すなわち「発達
の段階に応じた、語彙の確実な習得、意見と根拠、
具体と抽象を押さえて考えるなど情報を正確に理解
し適切に表現する力の育成」が求められている。
また、今回の大きな改訂点である、小学校中学年
からの「外国語活動」、高学年からの「外国語科」
の導入に関しても、言語能力の育成は、その鍵と
なっている。新学習指導要領の教育内容の目玉とも
いえる小学校からの外国語教育の導入は、「国語教
育との連携を図り日本語の特徴や言語の豊かさに気
付く指導の充実」を伴って設定されている。つま
り、外国語の学びは、国語学習なしに成立しないも
のであり、外国語活動導入前の小学校低学年の国語
は、まさにそれ以降の言語教育の基礎、また前提と
言うべきものなのである。
今回の改訂が内容の充実を図ると強調しているも
のには、この「外国語教育の充実」の他に、「理数
教育の充実」、「伝統や文化に関する教育の充実」、
「道徳教育の充実」、「体験活動の充実」がある。し
かし、このいずれに関しても、「聞く・話す・読む・
書く」の言葉に関わる活動が、その充実の度合いを
決定づける要因となることは明らかであり、あらゆ
る学習の基盤としての言語活動の重要性を改めて認
識させられる改訂となっている。
小学校において開始される教科学習では、全ての
教科が言語教育に関わっているわけだが、その中で
も中心的にこれを担い、言語能力を培う教科は「国
語」である。特に第、学年の国語は、幼児教育
期を過ごした子どもが義務教育と接続する側面にあ
り、保育内容「言葉」との連携を考え、その学習指
導について保育者が理解しておく必要がある。
そこで、まず「小学校学習指導要領解説 国語
編｣4) を用いて、国語科について整理しておく。こ
こには、今改訂における学習内容のつの改善点、
①語彙指導の改善・充実、②情報の扱い方に関する
指導の改善・充実、③学習過程の明確化、「考えの
形成」の重視、④我が国の言語文化に関する指導の
改善・充実、⑤漢字指導の改善・充実が挙げられて
いる。
その第一番目は、「①語彙指導の改善・充実」で
ある。「小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙
の量と質の違いがある」（中央教育審議会)5) との
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2）文部科学省「幼稚園教育要領、小・中学校学習指導要領改訂のポイント」2017年
3）『大辞林 第三版』三省堂、2006年
4）文部科学省「小学校学習指導要領解説 国語編」2017年
答申を受け、新指導要領では、語彙を「全ての教科
等における資質・能力の育成」や、「学習の基盤と
なる言語能力」を決定づける重要な要素としてとら
え、子どもたち個々の語彙を豊かにする指導が求め
られている。
それは、具体的には、「意味を理解している語句
の数」と「話や文章の中で使いこなせる語句」を増
やし、「語句と語句との関係、語句の構成や変化な
どへの理解を通して、語句の意味や使い方に対する
認識を深め、語彙の質を高める」とされる。それは、
第学年の国語では、学習指導内容の〔知識及び技
能〕に「（1）言葉の特徴や使い方に関する次の事項
を身に付けることができるよう指導する」とされた
項目のなかに、「オ 身近なことを表す語句の量を
増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には意味
による語句のまとまりがあることに気付き、語彙を
豊かにすること。」として、今回新たに加えられて
いる。
「この指導事項は、小学校の第学年及び第学
年の段階から語彙の量と質を豊かにすることが、全
ての教科等における学習の基盤となる言語能力の育
成につながることから、今回の改訂において新設し
たものである」と解説されるとおり、幼児から小学
生となった児童には、自分の語彙を質、量ともに豊
かにすることが強く求められているのである。
国語の学習内容の改善点の第二は、急激な情報化
社会に対応して「②情報の扱い方に関する指導の改
善・充実」を図ることである。この課題は、人工知
能（AI）の進化した今日の社会において、義務教
育期間にある子どもたちが、自分を取り巻く様々な
媒体からの膨大な情報を取捨選択し、情報同士の関
係を整理・理解し、様々な手段で自分らしい表現と
して情報を適切に発信するという、極めて人間的で
高度な技能の育成を求められていることを表わして
いる。しかし他方で、その子どもたちの現実は、「教
科書の文章を読み解けていないとの調査結果もある
ところであり、文章で表された情報を的確に理解
し、自分の考えの形成に生かしていけるようにする
ことは喫緊の課題である」（中教審第197号）とされ
る状態にある。
このように子どもたちの言語能力の現実と求めら
れる資質・能力に大きな格差が見られるなかで、新
指導要領には「情報の扱い方に関する事項」が新設
され、「情報と情報との関係」と「情報の整理」の
二つの系統に添って指導することとなった。これは
第、学年国語の内容、「（2）話や文章に含まれ
ている情報の扱い方に関する次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する」に反映され、小学校低
学年で身に付けるべき事項として「共通、相違、事
柄の順序など情報と情報との関係について理解する
こと」が挙げられている。
学習内容の改善点の第三には「③学習過程の明確
化、『考えの形成』の重視」が謳われている。主体
的経験や活動が、学習において強調される中で、「た
だ活動するだけの学習にならないよう、活動を通じ
てどのような資質・能力を育成するのか」が中教審
で問われたことを受け、〔思考力、判断力、表現力
等〕の学習過程の明確化が図られ、「自分の考えを
形成する学習過程」の重視、つまり子どもたち自身
の「考えの形成」に至るプロセスに注意が払われて
いる。
しかし、言うまでもなく、学習における体験や活
動を、思考力、判断力、表現力等へと結びつけてい
く過程には、深い理解を伴う高度な概念的、論理的
言語活動が要求される。つまり、国語学習における
「考えの形成の重視」は、言語能力の確実な育成こ
そが、あらゆる教科の主体的学習過程を支える基盤
となっていることの表明ということができるのであ
る。
第四の改善点である「④我が国の言語文化に関す
る指導の改善・充実」では、言語文化を継承・発展
させる態度を育成し、その担い手となることが強く
要請された今回の中教審答申第197号を受け、「伝統
的な言語文化」、「言葉の由来や変化」、「書写」、「読
書」に関する指導事項が整理されている。
特に、第学年及び第学年においては、新しい
内容として、「言葉の豊かさに関する指導事項を追
加」したとされ、従来設けられていた「ア 昔話や
神話・伝承などの読み聞かせを聞くなどして、我が
国の伝統的な言語文化に親しむこと」に、「イ 長く
親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊かさに
気付くこと」が加えられている。これに対応して、
新幼稚園教育要領の保育内容「言葉」に「言葉に対
する感覚を豊かにし」の文言が加わり、伝承遊びや
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5）中央教育審議会による「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方
策等について（答申）」（平成28年12月21日）以下、「中教審第197号」と表記。
言葉遊び、「児童文化財」などが散見されることと
なったと思われる。
国語科の指導内容の最後の改善点は、「⑤漢字指
導の改善・充実」で、各教科における学習と社会と
の繋がりの必要性から、「都道府県名に用いる漢字
を『学年別漢字配当表』に加えることが適当」とさ
れた中教審答申を踏まえ、都道府県名に用いる漢字
20字が「学年別漢字配当表」第学年に加わったこ
とが述べられている。ちなみに、第学年に配当さ
れている漢字は80字で、年生は、その漢字を「読
み、漸次書き、文や文章の中で使うこと」とされて
いる。
以上、新小学校学習指導要領における言語教育の
特徴と国語教育について、第学年を中心に概観し
てきた。国語の「各学年の目標及び内容」とその解
説において、幼稚園教育要領に言及されているの
は、先述の「言葉遊びを通して、言葉の豊かさに気
付く」の他には、第、学年の「音読」の指導要
領解説に、幼稚園教育要領の第章「言葉」の
「（7）生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く」
が参照され、「幼児期に、生活の中で言葉の響きや
リズムの楽しさを味わう経験をしてきていることを
踏まえて指導することが大切である」と記されてい
るほかは見当たらない。
もとより、「遊び」を主たる活動にすえ、「環境を
通して」子どもたちを総合的に育成する幼児期の教
育と、教科ごとに系統立てられた学習過程に添っ
て、教科書を用いて学習を指導する義務教育には大
きな相違があり、幼児期の言語活動と小学校からの
言語教育が、その目的や内容を異にするのは至極当
然なことである。しかし、こうして小学校学習指導
要領の内容を観ると、年生に期待されている言語
能力や年時に育成・指導される高度な言語活動
と、就学前の、歳児のそれとの間には、大きな
隔たりがあると感じざるを得ない。この差異の現実
が、新しい幼稚園教育要領に基づく指導計画作成上
の留意点に、特に「言語活動の充実」が掲げられた
理由ともなっていると思われるのである。
義務教育及びその後の教育における学習にとっ
て、言語活動の充実、言語能力の育成はその基盤で
ある。このことが強調され、その育成が喫緊の課題
とされるなかで、幼児教育における領域「言葉」が
託されている内容と活動は、小学校教育への接続の
視点から見直され、子どもたちの「生きる力」を育
む学習の基盤を真に支えるものとなることが求めら
れているといえるだろう。
 「言葉の教育」の歩みと原点
前節では、新しい小学校学習指導要領が目指す教
育内容から、幼児期の言語活動の充実が求められて
いる実状について述べた。本節では、一方で明治期
以降連綿としてなされてきた乳幼児期の保育を振り
返り、子どもの言葉は保育においてどのように捉え
られ、育成を目指されてきたのかについて考察す
る。
幼稚園における言葉の教育の歴史6)は古く、その
原点は1876（明治）年に開設された日本初の幼稚
園である東京女子師範学校附属幼稚園の保育科目に
見ることができる。この幼稚園の保育科目は、第
一、「物品科」（日用品や動植物などの性質や状態
等）、第二、「美麗科」（色彩など、美麗とし好愛す
るもの）第三、「知識科」（観察や玩具によって知識
を開く）の三科目で、この「知識科」にある25の子
目のひとつに「談話」が入っている。
その後、明治期前半の1880年代には、各地で公立
私立の幼稚園が設立されたが、そこには必ず「談話」
または「説話｣7) が見られる。明治10年代のものと
思われる項目からなる保育項目には、「説話」の
項に「修身ノ話 修身ノ話ハ和漢ノ聖賢ノ教ニ基キ
近易ノ談話ヲナシ孝悌忠信ノコトヲ知ラシメ務メテ
善良ノ性情習慣ヲ養ハンコトヲ養ス」と「会集 先
ヅ諸組ノ幼児ヲ遊戯室ニ集メ唱歌ヲ復習セシメ行儀
等ニツイテモ訓 悔
(ママ)
ヲ加フルモノトス」と記され、
別項に「庶物ノ話」が挙げられ、「日用普通ノ家具
什器鳥獣草木等幼児ノ知リ易キ物或ハ其標本絵図ヲ
示シテ之ヲ問
・
答
・
シ
・
以ツテ観察注意ノ良習ヲ養イ兼テ
言
・
語
・
ヲ
・
習
・
ハ
・
シ
・
メンコトヲ要ス」（傍点筆者）とあ
る8)。
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6）幼児期の言葉の教育の変遷については、兵庫県幼稚園連合会編・発行『兵庫県幼稚園史』1959年、幼少年教育研究所
編『幼児教育の理論と実践 言語』協同出版、1970年、32-38頁、高橋司「第章ことばの教育の変遷」『乳幼児のこ
とばの世界』、宮帯出版、2014年、参照。
7）特に明治初期の保育項目には「説話」が多いが、「談話」とほぼ同義に用いていたと考えられ、倉敷尋常小学校附属
幼稚園の保育規定に「説話」とは、「実物・標本・図画等ヲ用ヒ談話ヲナシテ徳性ヲ養ヒ且ツ庶物ノ性質用名等ヲ知
ラシム」こととある。
また、この保育項目には―この対象に小学校低学
年が含まれていたのか、年長児のみに限定されてい
たのか等については不明だが―、片仮名、平仮名、
数字の「読ミ方」「書キ方」と、「数ヘ方」もそれぞ
れ項目として挙げられている。談話や問答、すなわ
ち言葉のやり取りと聖人賢者等の話を通して、子ど
もたちに善良な性情、習慣を育てる修身（道徳教育）
を行い、観察力を育て、物の名前、数字を含む文字
や言葉を教えることで、その後の本格的な言語教育
への移行を図ることが、明治期前半の段階ですでに
計画されていたことになる。
その後、1899（明治32）年月には、「幼稚園保
育及設備規程」が初めて文部省令として制定され、
その保育内容に「遊戯、唱歌、談話、手技」の項
目が定められた。この規程における「談話」は、「談
話ハ有益ニシテ興アル事実及寓話、通常ノ天然物及
人工物等ニ就キテ之ヲナシ徳性ヲ涵養シ観察注意ノ
力ヲ養ヒ兼テ発音ヲ正シクシ言語ヲ練習セシム」と
された。これにより、日常の事物やお話を「聞く」
「話す」ことによって、子どもたちが興味関心をもっ
て観察注意力や徳性を育てること、ならびに正しい
発音を伴う言語教育をほどこすことがその保育内容
とされたのである。
その後、1926（大正15）年に公布された「幼稚園
令」では、保育項目は、「遊戯、唱歌、観察、談話、
手技等」となり、「談話」については、「昔話や童話
の他、教訓的な話や、行事の話が取り入れられ｣9)
保育における会集の時間の中心的な要素として「お
話」が豊富に用いられていったと思われる。
このような戦前の幼児期における言語教育、保育
内容「談話」の時代を、1970年当時、国立国語研究
所国語研究室長であった村石昭三は、「ことばのし
つけ お話」の時代と呼んでいる。まだ一部の裕福
な家庭の子どもたちに幼稚園教育がなされていたこ
の頃の指導内容を、村石は、「ことばのしつけをし
たり、お話を聞かせたりすることが今の言語教育に
つながる中心的な内容であった。けれども、ことば
の教育というのには、まだほど遠かった」と解説し
ている10)。
それが、今の言語教育へとつながってくるのは、
戦後になってからのことで、1947年の学校教育法、
児童福祉法の成立以降初めて幼児教育について書か
れた本格的指針である1948（昭和22）年の「保育要
領―幼児教育の手びき―』（文部省刊行)11) に、幼
児の言語教育の萌芽が現れてくる。
その後の幼稚園教育要領や保育指針等の策定に多
大な影響を与えたこの「保育要領」には、「六 幼
児の保育内容―楽しい幼児の経験―」として12項目
（1見学 2リズム 3休憩 4自由遊び 5音楽 6お話
7絵画 8製作 9自然観察 10 ごっこ遊び・劇遊び・
人形芝居 11健康保育 12年中行事）が挙げられ、
言葉に関わる内容は、主に「6お話」に含まれてい
る。
そこには、まず「幼児は書かれた文字を通してで
はなく、話されることばを耳を通して学ぶのであ
る。ことばの抑揚・発音・声の調子・語数・文法等
すべて耳を通して習得するのであるから、常に正し
いことばを聞かせてやることがたいせつである」と
記され、幼児期の言語教育が何よりも「聞く」こと
に始まることが強調されている。
それと同時に「幼児自らが話をするように指導す
ることもまたたいせつ」であると、「話す」要素が
加えられている。幼児が楽しんで「話す」ためには、
おもちゃや遊具など身近なものや絵本などを共通の
話題にする、ごっこ遊びや言葉遊びが有効であり、
「なぞなぞ遊び、考えもの、しりとり遊び」など、
子どもが喜んで参加できる遊びを通して「話す」活
動につなげるよう提案されている。
また、「この時期の子供の語数の進歩は著しい」
として、子どもの語彙についての言及がみられる。
ここで注目すべきは、「単に単語の数の増加が目標
ではなく、かれらの意志や思想を発表する必要を感
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8）兵庫県幼稚園連合会編『兵庫県幼稚園史』の一覧表（32頁の後）参照。
9）高橋（2014）、144、145頁。ここに掲載された「談話配当案」には、グリム童話や昔話等、保育で用いられていたお
話が見られ、興味深い。
10）『幼児教育の理論と実践 言語』、32-33頁。
11）1947年文部省に設置された「幼児教育内容調査委員会」―GHQ（連合総司令部）の CIE（民間情報教育局：Civil
Information and Education）初等教育担当のヘレン・へファナンの指導の下、倉橋惣三、山下俊郎、坂元彦太郎らが
参加―が約年で作成したこの「保育要領」は、単なる「国家基準」としてではなく、「学術的教育書」として作成
されたと称されている。その保育理念は、児童中心主義に根ざし、「自由遊び」と自然な生活を主軸とする保育実践
をすすめるもので、それまでの教科中心の保育を、子ども中心に変革する画期的な内容であった。早瀬眞喜子、山本
弥栄子「幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷と保育要領を読み解く」『プール学院大学研究紀要』第57号、2016
年参照。
じて」子どもは語彙を増やす。つまり、「新しい対
象とか新しい経験と結びついて具体的に新しい単語
が習得されてゆく」のだから、子どもたちに新しい
物や経験を与えるべきだと勧めている点である。つ
まりここには、「意志や思想を発表する」、すなわち、
子どもが自分の思いや考えを言葉で表現すること
が、新しい絵本や本との出会い、ならびに遠足、郵
便局などへの社会見学といった経験と結びついて語
られ、子どもたちの経験・活動と、本などとの刺激
的な出会いが、「新しいことば、新しい表現」の習
得につながることが明確に示されているのである。
この後「話す」指導には、かん高い声の幼児に対
して、落ち着いた低い声で話しかけ、「もっと低い
声で話す方が楽」であることを伝えること、幼児が
使う不適当な言葉や不正確な言葉にどう対応するか
が記載されている。
そして、「保育要領」が示す保育内容「お話」の
最後は、「人の語ることばをよく聞く態度を養成す
ることもたいせつである」ため、「幼児の想像を豊
かにする」童話やおとぎ話、詩などを聞かせるとよ
いとし、よい童話のつの基準と避けた方がいい話
項目を挙げている。特に、よい童話の基準には、
「明 か
(ママ)
るい話」「美しい理想を持った話」「正しい
人生観を教える話」をはじめとして「自主独立」「勤
労・努力」「平和・博愛」「道義心」「芸術的な潤い」
などの表現が見られ、子どもたちが、文化的で、高
い道徳性と品性をもった美しい言葉と出会うことが
重要視されている。
この「保育要領」に記された事柄は、幼児の「聞
く」「話す」活動を重んじており、それまでの「こ
とばのしつけ」から「ことばの活動」への移行が見
られるものの、先の村石は、これを、「実践上では
『お話』ということばが暗示するように、まとまっ
た話・童話という文化遺産的なものを『しつけ』と
結びつけて、幼児に話して聞かせることが特徴で
あったとみてよい｣12) と評している。
この評価に即して言えば、本格的な幼児の言語教
育と称されるものが現れるのは、1956（昭和31）年
の文部省発行「幼稚園教育要領」となる。これは、
幼稚園教育の内容を領域（健康・社会・自然・言
語・音楽リズム・絵画製作）に分け、領域「言語」
において、「、話をする。、話を聞く。、絵本、
紙芝居、劇、幻燈、映画などを楽しむ。、数量や
形、位置や速度などの概要を表す簡単な日常用語を
使う。」のつの言葉の活動を、幼児の望ましい経
験としていた。こうして、当時すでに公布されてい
た学校教育法第78条に規定される幼稚園教育の目標
のうち「言語の使い方を正しく導き、童話、絵本等
に対する興味を養うこと」に対応して、つの言葉
の活動を中心に据えた幼児期の言語教育が、1956年
の「幼稚園教育要領」において構成されたのである。
その後幼稚園教育要領は、ほぼ10年毎に改訂さ
れ、言語教育をめぐっては、言語能力の系統学習が
重視されたかと思うと、言語生活への適応や経験が
重視されるなどの遍歴を経ていく。特に、1989（平
成元）年の「幼稚園教育要領」改訂時には、領域
を小学校の教科と結びつけ、領域「言語」において
は、「やたらと語彙の数を増やすことにやっきに
なったり、一斉に文字を教えたり｣13) といった教師
主導の早期教育が問題視された。このため、1989年
改訂の「幼稚園教育要領」は、幼稚園教育の基本と
して「幼児期の特性を踏まえ環境を通して行う」こ
とを打ち出し、幼稚園修了までに育つことが期待さ
れる「ねらい」や「内容」を子どもの発達の側面か
らまとめたものを、領域（〈健康〉〈人間関係〉〈環
境〉〈言葉〉〈表現〉）として示したのである。
このように、幼児期の言葉の教育は、幼児を取り
巻く環境の変化、少子化による幼児数の減少や情報
化が進む社会の中で揺れ動き、とりわけ小学校教育
の基礎となる言語能力に関連していることから、今
後も様々なニーズに対応して多様な形態を模索し続
けることが予想される。そのような意味で、幼児期
の言葉の教育には、不変の理念や、唯一正答と言え
る方法論はないのかもしれない。
しかし、領域「言葉」が関わる子どもの言葉の育
成は、本節初めに述べたように日本の幼稚園誕生の
初めから保育項目の中に取り入れられ、その後常に
保育内容の中にあり続けた歴史を有し、そのことに
は深い意義があると考えられる。日本初の幼稚園で
ある東京女子師範学校附属幼稚園は、1875年、同様
に日本初となる東京女子師範学校開校に際して、文
部大輔の田中不二麿から懇望されてその摂理（校
長）となった中村正直（敬宇）が提唱したことによ
り、翌1867年に創立されたと言われている14)。敬宇
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12）『幼児教育の理論と実践 言語』、33頁。
13）高橋（2014）、147頁。
は、日本における女子教育、幼児教育の先覚者、推
進者であるが、女子教育無用論、尚早論が渦巻く中
でそれを進め、幼稚園を開設している。そのきっか
けとなったのは、彼の英国留学での体験にあると教
え子（山川菊栄の母、千世）は以下のように伝えて
いる。
ロンドン到着後すぐ、会話と発音練習のために35
歳にして小学校に入った敬宇であったが、「四角い
字なら何でも知っている幕府の大先生も（筆者注：
敬宇は幕府に仕えた稀代の儒学者で漢学に精通して
いた）雨はどうして降るか、雷はなぜ鳴るか、とい
うような科学的な質問には答えられません。ところ
がイギリスの子供はさっさと答える。君たちどうし
てそんなこと知ってるの？ときくと、お母さんから
聞いたという。なにかにつけイギリスの母親の知識
や識見の高いことを知った先生は、日本の母親を省
みて心うたれるものがありました。日本へ帰ったら
女子教育に力をいれなければ日本は危ない、婦人が
今のままでは日本は外国と競争できないと痛切に感
じました」というのである15)。
このエピソードは、日本の幼児教育の嚆矢となる
幼稚園が、母親との会話を通して子どもたちが科学
的知識を有していくことを、今度は子どもたちとの
会話を通して知った敬宇の体験をきっかけにして日
本に誕生した事を語っている。子どもたちは、家庭
にあるごく幼い時代から、母親やそれに代わる養育
者、保育者との言葉のやり取りを通して世界を学
び、それを自分の知識として、今度は他者に言葉に
して語る。そうして伝承や経験の共有はなされてい
くのである。
幼児期における言葉の教育の重要性、可能性をこ
こに認めつつ、保育において実践すると共に、両親
教育（保護者教育）において幼児の言葉の育成への
理解を深めていくことが求められている。さらに、
子どもの言葉のモデルとなり、子どもにとっての言
葉環境ともなる保育者自身の言葉を育てることも、
今日的課題といえるだろう。
 「言葉」の育成における児童文化財の
意義
このように保育内容において重視されてきた言葉
の教育であるが、それは無論、乳幼児期における言
語の早期教育を推奨するということではない。言葉
の育成は、子どもの言葉の発達に即して環境を通し
てなされるべきことは言うまでもないことである。
そこで、幼児期の言葉の獲得過程を概観するため、
三宅光一がまとめた「子どもの言葉の発達段階区
分｣16) を以下に提示する。
胎生期：聴力の発達
歳児：産声 叫喚発話 クーイング 喃語
歳児：初語 一語文 二語文 幼児語・幼児
音
歳児：言葉の爆破期 語彙の増加 第一質問
期 三語文
歳児：自己主張 会話の増大 第二質問期
文構造の複雑化
歳児：会話の一段の進展 おしゃべり期 物
語絵本期
〜歳児：言葉理解の深まり 行動の調整機
能 概念化 言葉による論理的思
考 仮名文字の読み書き 書き言
葉への関心
ここに描かれている乳幼児期それぞれの言葉の状態
は、年齢、発達に応じた言葉の育成・教育を考える
上で興味深いが、本稿では、小学校における言語教
育との接続の観点から、歳児以降に注目する。
歳児が「物語絵本期」とされ、〜歳児に「言
葉理解の深まり」や文字への興味関心が表されてい
るように、幼児期後半は「音声媒体から文字媒体へ
の移行期と呼ばれ｣17)、園での「文字環境」の構成
が課題となるほか、絵本・お話・紙芝居等の「児童
文化財」の比重と親しみが増す時期ということがで
きる。
「〜歳児は筋道を立てて、話すようになり、
心の中で考える力がついてくる」ため、お話や絵本
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14）山川菊栄『おんな二代の記』平凡社、1972年には、菊栄の母、千世の証言として「中村先生の発意でお茶ノ水の師範
に附属幼稚園が開かれ、ここに日本における幼児教育の基礎がおかれました」の記載がある。
15）山川（1972）、31-32頁。
16）三宅光一編著『児童文化の中に見られる言語表現』大学教育出版、2014年 114頁。
17）三宅（2014）、119頁。
に対しても、「物事の因果関係をつかみ、対比にお
いて理解が可能となる。したがって登場人物の気持
ちがより深くつかめる」のである18)。言葉の理解が
進むことで想像力が喚起され、登場人物の気持ちを
追体験しやすくなり、さらに話や絵本に没頭して楽
しむ。それがまた、文字や言葉、読書へのさらなる
関心につながる。このような言葉をめぐる経験は、
教育要領に示された「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」の「思考力の芽生え」「言葉による伝え
合い」「数量や図形、標識や文字への関心・感覚」「豊
かな感性と表現」などを培い、小学校教育の充実へ
と結びつくものと言えるだろう。
年長児の言葉の育成において、欠かすことができ
ない児童文化財としての「お話」や「絵本」の役割
は、前節で述べた保育内容の歴史からも顕著であ
り、どの時代にも子どもたちはお話と共に育ってき
たと言える。しかし、保育内容や教育上、ひいては
保育者が認める価値にとどまらない、子どもにとっ
ての児童文化財の意義とは、どこにあるのだろう
か。
それはまず、児童文化財によって、「幼児が豊か
な言葉や表現を身に付け、想像する楽しさを広げ
る」ものであるゆえに、大きな意義がある。お話や
絵本は、日常の体験を超えて、新しい言葉の世界を
格段に広げ、子どもたちの想像力を無限の広がりへ
と向かわせてくれるものなのである。
また、優れた児童文化財であるお話（物語）と出
会うと、子どもは登場人物と自分を同一視しながら
その世界を追体験する。そして物語の世界で追体験
した文化は、今度は、子どもが現実世界を創造的・
文化的に生きていく力となるのである。その様は、
「デューイとヴィゴツキーの主張は、学びを『まね
び＝模倣』として再定義する視野を提供してい
る｣19) とする佐藤学の言説によれば、まさに、子ど
もに文化財を通して「まねび＝学び」を実現するも
のと言える。
佐藤は、それを「なぞり」と「かたどり」の循環
によって起こる「まねび＝学び」として説明してい
る。ここで用いられる「なぞり」は、学習者が自分
の経験の限界を超えて他者の経験の世界をなぞる
（生きる）ことによって「ならう」学びを指してい
る。子どもが物語の世界を登場人物になってなぞる
（生きてみる）ことによって習うように。一方の「か
たどり」は、「語り」の語源であり、他者との関わ
りを通して構成される意味を「語る」ことによって、
自己と世界の「かたどり」（形や意味、位置を創造
する）を実現するという。これは、子どもが物語世
界で体得した価値や意味や文化を、今度は現実の世
界で自分の物語として語り、形づくっていくことと
言えるだろう。
私たちは他者の文化の「なぞり」を通して、混
沌とした世界に自己の輪郭を「かたどり」、そ
の自己の「かたどり」を基盤として他者の文化
の「なぞり」を拡大し発展させている。なぞり
ながらかたどり、かたどりながらなぞる。この
連続する螺旋状の円環運動こそ、私たちが「学
び」と呼んでいるいとなみといってよいだろ
う20)。
佐藤のこの言葉は、言語による児童文化財である
絵本やお話、物語が子どもと対話的に出会う時、循
環的な生きた学びを起こしていくことを想起させ
る。子どもは、言葉を媒介として（聞く・読む・話
すことによって）児童文化財と出会い、自分の限界
を超えた世界を知り、知り得たことを原動力とし
て、自分と世界をさらに探究し、自分の文化として
形成・創造するようになるのである。
最後に、「大人と子どもが児童文化財を共有する
こと｣21) がもたらす意義について触れておきたい。
幼児期に楽しいお話を共有することは、「情動の共
有がなされる場」を創り、「子どもにとって居心地
のよい場を作りだす」ものとなる。また、それだけ
でなく、先述したように、他者の物語は、自分の生
き方を語る（物語を生きる）際の下敷きとなり、道
標ともなるのである。そのような優れた文化財は、
大人にとっても子どもにとっても大切な共有財産で
あり、大人から子どもへと価値あるものとして伝承
されていく。こうして、この共有財産＝児童文化財
は、幼児期の言葉を豊かに育てて次代へと継承され
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萌文書林、2017年、107頁。
るのである。
しかし、近年の子どもの貧困の状況は、「見えな
い貧困」と言われるように、社会的文化的格差と
なって、子どもと児童文化財との関係にも暗い影を
おとしている。自宅に教科書以外の児童書が一冊も
ない子どもや、幼い頃好きだった絵本の記憶がない
子どもが現れている。この現実は、2017年度「大阪
市子どもの生活に関する実態調査｣22) に以下のよう
に見ることができる。「困窮度別に見た、子どもへ
の経済的な理由による経験」によると、歳児のい
る世帯で、親が「子どものための本や絵本が買えな
かった」は、中央値以上群では2.1％しかなかった
のに比べ、困窮度Ⅰ群の家庭では15.6％あり、「困
窮度別に見た、しつけ」によると、親が「（絵）本
を読み聞かせる」と回答した割合は、中央値以上群
では71.1％であるのに対して、困窮度Ⅰ群では
49.5％と、困窮度の最も高い世帯群では、その半数
以上の家庭で歳児への「読み聞かせ」がなされて
いないとの結果が出ている。
筆者（大北）は、父が寝る前に「孫悟空」を語っ
てくれた、その心地良さが何ともいえなかった幼少
期の思い出を持ち、それが大人になってもお話を聞
くこと語ることが好きであることに繋がっていると
感じている。
子育てをする親の忙しさや、経済的事由を超え
て、幼稚園、保育所等の幼児期を過ごす場所が、子
どもたちと児童文化財、絵本やお話との楽しく心地
よい出会いの場となり、それらを通して、子どもた
ちが豊かに言葉を宿らせていくような「言葉の教
育」が求められている。そのためには、保育者自身
が、また保育者を目指す学生たちが、児童文化財の
意義を自らの体験として深く理解し、さらに自身の
言語活動を充実させていくことが重要な課題となる
のではないだろうか。
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